
● 全 国 学 校 法 人 立 専 門 学 校 協 会 	
 平 成 ２ ５ 年 度 定 例 総 会 ・ 理 事 会 	
 

	
 

	
 6 月 25 日 、東 京 都・ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て 、全 国 学 校 法 人 立 専 門 学 校 協 会 平

成 25 年 度 定 例 総 会 ・ 理 事 会 を 開 催 。 	
 

出 席 者 は 総 会 が 191 名 、 理 事 会 が 53 名 （ い ず れ も 委 任 状 を 含 む ） 。 	
 

中 西 義 裕 副 会 長 ・ 総 務 運 営 委 員 の 司 会 に よ り 開 会 。 千 葉 茂 副 会 長 の 開 式 の 言 葉 に 続 き 、

小 林 光 俊 会 長 が あ い さ つ を 述 べ て 、 当 日 の 午 前 中 に 陪 席 し た 自 由 民 主 党 専 修 学 校 等 振 興 議

員 連 盟 総 会 の 状 況 等 を 報 告 。 	
 

来 賓 あ い さ つ と し て 、 圓 入 由 美 文 部 科 学 省 専 修 学 校 教 育 振 興 室 長 が 「 職 業 実 践 専 門 課 程

（ 仮 称 ） の イ メ ー ジ （ 案 ） 」 の 説 明 を 中 心 に 行 政 報 告 を 行 い 、 続 い て 、 石 矢 正 幸 日 本 学 生

支 援 機 構 奨 学 事 業 本 部 長 が 「 日 本 学 生 支 援 機 構 の 奨 学 金 事 業 の 現 状 と 取 組 」 に つ い て 説 明

し た 後 、 圓 入 室 長 、 石 矢 本 部 長 は 、 公 務 の 為 退 席 。 	
 

議 長 団 に は 、 常 任 理 事 会 の 推 薦 候 補 で あ る 重 里 副 会 長 を 議 長 、 植 田 威 理 事 を 副 議 長 と し

て 選 出 。 議 長 が 会 議 の 有 効 な 成 立 を 確 認 し た 後 、 議 事 録 署 名 人 に 清 水 裕 常 任 理 事 と 氏 原 憲

二 常 任 理 事 を 選 出 し て 議 事 に 入 っ た 。 	
 

【 第 1 号 議 案 	
 平 成 24 年 度 事 業 報 告 】 	
 

【 第 2 号 議 案 	
 平 成 24 年 度 決 算 報 告 な ら び に 監 査 報 告 】 	
 

第 1 号 議 案 、 第 2 号 議 案 に つ い て 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 1 号 議 案 で は 、 配 布 資 料 に 基 づ

き 、 関 口 正 雄 理 事 ・ 総 務 運 営 委 員 長 が 概 要 を 報 告 し 、 続 い て 岡 本 比 呂 志 全 専 各 連 副 会 長 が

「 新 学 校 制 度 創 設 推 進 本 部 」関 連 に つ い て 説 明 し た 後 、事 務 局 が 会 議 の 開 催 、委 員 会 活 動 、

調 査 研 究 事 業 ・ 研 修 事 業 の 実 施 、 広 報 活 動 の 推 進 、 専 門 学 校 に お け る ス ポ ー ツ 振 興 に つ い

て 説 明 。 	
 

次 に 第 2 号 議 案 で は 、 配 布 資 料 に 基 づ き 、 山 口 広 泰 常 任 理 事 ・ 財 務 副 委 員 長 が 平 成 24

年 度 収 支 に お け る 各 科 目 の 内 容 を 報 告 し た 後 、 齋 藤 力 夫 監 事 が 全 て 適 正 で あ る と 監 査 報 告

を 行 っ た 。 	
 

両 議 案 に 関 し て 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 。 	
 

【 第 3 号 議 案 	
 平 成 25 年 度 事 業 計 画 案 】 	
 

【 第 4 号 議 案 	
 平 成 25 年 度 収 支 予 算 案 】 	
 

第 3 号 議 案 、 第 4 号 議 案 に つ い て 一 括 審 議 を 行 っ た 。 第 3 号 議 案 に つ い て は 、 配 布 資 料

に 基 づ き 、 関 口 理 事 ・ 総 務 運 営 委 員 長 が 運 動 方 針 を 説 明 し た 後 、 事 務 局 が 会 議 の 開 催 、 委

員 会 活 動 方 針 、 調 査 研 究 事 業 ・ 研 修 事 業 の 実 施 、 広 報 活 動 の 推 進 、 専 門 学 校 に お け る ス ポ

ー ツ 振 興 に つ い て 説 明 。 	
 

第 4 号 議 案 に つ い て は 、 山 口 財 務 副 委 員 長 が 予 算 編 成 方 針 及 び 各 科 目 の 内 容 を 説 明 し た

後 、 小 林 会 長 が 、 定 例 総 会 ・ 理 事 会 に 先 立 ち 開 催 さ れ た 常 任 理 事 会 で の 協 議 結 果 を 説 明 。

赤 池 ま さ あ き 氏 の 政 治 活 動 を 支 援 す る た め 、 本 協 会 の 「 振 興 対 策 諸 費 支 出 ・ 渉 外 費 支 出 」

と し て 300 万 円 を 増 額 計 上 す る こ と が 提 案 さ れ た 。 な お 、 事 務 局 よ り 補 正 予 算 （ 「 振 興 対



策 諸 費 支 出・渉 外 費 支 出： 400 万 円 → 700 万 円 」、そ れ に 伴 い「 専 門 学 校 教 育 振 興 基 金 取 崩

収 入：720 万 円 → 1,020 万 円 」）に つ い て は 、平 成 26 年 6 月 の 定 例 総 会 に 諮 る こ と を 補 足 。 	
 

両 議 案 に 関 し て 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 。 	
 

【 第 5 号 議 案 	
 会 則 及 び 施 行 細 則 の 一 部 改 正 】 	
 

配 布 資 料 に 基 づ き 、 事 務 局 が 会 長 選 任 手 続 き 方 法 に 関 す る 会 則 及 び 施 行 細 則 の 一 部 改 正

に つ い て 説 明 。 な お 、 改 正 施 行 細 則 案 の 第 4 条 第 3 項 「 選 考 委 員 会 の 表 決 が 可 否 同 数 の と

き 」 に つ い て は 、 別 に 規 程 を 定 め る こ と を 補 足 。 	
 

本 議 案 に 関 し て 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 。 	
 

最 後 に 平 田 眞 一 副 会 長 が 閉 式 の 言 葉 を 述 べ 、 総 会 の 全 日 程 を 終 了 。 	
 

	
 


